










要約 幼児 6 名を対象とし継続的に自由遊び場面(子どもだけの活動場面＝A 場面、保育者

が同室する場面=B 場面、A場面より遊具を取り除いた場面=C 場面)における子ども-子ども

相互作用について、その成立、構成メンバー、および各相互作用ユニットに関して検討を

行った。その結果相互作用はC場面に多く成立することが認められる反面、多人数の構成

メンバーによる相互作用は A場面に多く成立することが明らかとなった。また年長児ほど

相互作用の成立が多かった。次いで相互作用の動きかけ行動と応答行動について検討した

ところ、下位カテゴリーの出現率は場面により多少の差異が認められるものの、共に友好

的な行動が多くみられ相互作用ユニットでは親和的働きかけ×受容的応答が多く出現した。 


